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令和４年８月 

東広島市下水道部 

  



  



議案第１３１号 

 

   令和４年度東広島市下水道事業会計補正予算（第１号） 

 

 （総則） 

第１条 令和４年度東広島市下水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

 

（収益的収入及び支出の補正） 

第２条 令和４年度東広島市下水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支

出の予定額を次のとおり補正する。 

収     入 

科    目 既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計 

第１款 下水道事業収益 5,590,748千円 40,000千円 5,630,748千円 

第１項 営 業 収 益 4,132,145千円 40,000千円 4,172,145千円 

支     出 

科    目 既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計 

第１款 下水道事業費用 5,057,268千円 40,000千円 5,097,268千円 

第１項 営 業 費 用 4,633,255千円 40,000千円 4,673,255千円 

 

 

  令和４年８月２９日提出 

 

                 東広島市長  髙  垣    德 
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東広島市下水道事業会計補正予算に関する説明書

令 和 ４ 年 度



（収　入）   （単位　千円）

既決予定額 補正予定額 計

1
下 水 道
事業収益

5,590,748 40,000 5,630,748

1 営業収益 4,132,145 40,000 4,172,145

（支　出）   （単位　千円）

既決予定額 補正予定額 計

1
下 水 道
事業費用

5,057,268 40,000 5,097,268

1 営業費用 4,633,255 40,000 4,673,255

１　実施計画

収益的収入及び支出

款 項 目 備  　　考

款 項 目 備  　　考

4
受託工事
収 益

0 40,000 40,000

11
受 託
事 業 費

0 40,000 40,000
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２ 注記（当年度） 

 

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 

(1) 固定資産の減価償却の方法 

 イ 有形固定資産 

  ・減価償却の方法 

    定額法 

  ・主な耐用年数 

    建物          8～50 年 

    構築物         10～50 年 

     うち管渠施設     50 年 

    機械及び装置      6～20 年 

    車両運搬具       4～5 年 

    工具、器具及び備品   4～15 年 

 ロ 無形固定資産 

  ・減価償却の方法 

    定額法 

  ・主な耐用年数 

    施設利用権       50 年 

    ソフトウェア      5 年 

 

(2) 引当金の計上方法 

 イ 退職給付引当金 

   当年度末における職員に対する退職手当の要支給額から、市町総合事務組合にお

ける積立金相当額を控除した金額を計上している。 

 ロ 賞与引当金 

   職員の期末手当・勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に

基づき、翌年度の支給見込額のうち当年度の負担に属する額を計上している。 

 ハ 法定福利費引当金 

   職員の期末手当・勤勉手当の支給に伴い発生する法定福利費の支払いに備えるた

め、当年度末における支給見込額に基づき、翌年度の支払見込額のうち当年度の負
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担に属する額を計上している。 

 ニ 貸倒引当金 

   債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率により回収不能見込額を計

上している。 

 

(3) 消費税等の会計処理 

  消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 

 

２ 予定貸借対照表等に関する注記 

 

 (1) 企業債の償還に係る一般会計の負担 

   貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して 1 年以内に

償還予定のものも含む。）のうち、一般会計が負担すると見込まれる額は、470,944

千円である。 

 

 (2) 引当金の取崩し 

  イ 賞与引当金の取崩し 

    令和 4 年度において、期末手当及び勤勉手当として 33,889 千円を支給すること

となるため、賞与引当金を 21,483 千円取り崩す。 

  ロ 法定福利費引当金の取崩し 

    令和 4 年度において、期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費として 6,627 千円

を支払うこととなるため、法定福利費引当金を 4,170 千円取り崩す。 

  ハ 貸倒引当金の取崩し 

    令和 4 年度において、不納欠損見込額として 634 千円を取り崩す。 

 

３ セグメント情報に関する注記 

 

 (1) 報告セグメントの概要 

   東広島市下水道事業会計は、公共下水道事業、特定環境保全公共下水道事業、農業

集落排水事業及び産業団地汚水処理施設事業の 4 つを報告セグメントとしている。 

   各報告セグメントに属する事業の内容は以下のとおりである。 
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事業区分 事業の内容 

公 共 下 水 道 事 業 公共下水道事業における処理区域で汚水・雨水を処理する業務 

特 定 環 境 保 全 

公 共 下 水 道 事 業 

特定環境保全公共下水道事業における処理区域で汚水を処理 

する業務 

農業集落 排水事業 農業集落排水事業における処理区域で汚水を処理する業務 

産 業 団 地 汚 水 

処 理 施 設 事 業 
上記以外の処理区域で汚水を処理する業務 

 

 (2) 報告セグメントごとの営業収益等 

   令和 4 年度（自 令和 4 年 4 月 1 日  至 令和 5 年 3 月 31 日） 

（単位 千円） 

 
公共下水道 

事 業 

特 定 環 境 

保 全 公 共 

下水道事業 

農 業 集 落 

排 水 事 業 

産 業 団 地 

汚 水 処 理 

施 設 事 業 

合 計 

営業収益 

営業費用 

3,721,251 

4,069,080 

29,910 

187,055 

45,065 

208,507 

17,001 

44,621 

3,813,227 

4,509,263 

営業損益 

経常損益 

△347,829 

239,562 

△157,145 

0 

△163,442 

0 

△27,620 

0 

△696,036 

239,562 

セグメント資産 

セグメント負債 

74,244,794 

60,692,358 

2,810,294 

1,741,547 

2,637,099 

2,058,863 

383,474 

332,804 

80,075,661 

64,825,572 

その他の項目 

 雨水処理負担金 

 他会計負担金 

 他会計補助金 

 減価償却費 

 支払利息及び 

企業債取扱諸費 

 

183,377 

17,498 

0 

2,194,463 

390,943 

 

 

0 

69,282 

54,470 

102,515 

10,164 

 

 

0 

59,747 

67,739 

88,792 

14,415 

 

 

0 

0 

14,170 

13,746 

0 

 

 

183,377 

146,527 

136,379 

2,399,516 

415,522 
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令 和 ４ 年 度

東広島市下水道事業会計補正予算説明資料



(1)  収益的収入及び支出

（収　入）

1 下水道事業収益 5,590,748 40,000 5,630,748

予算事項別明細書

款　　項　　目 既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計

1 営 業 収 益 4,132,145 40,000 4,172,145

4 受 託 工 事 収 益 0 40,000 40,000
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西条中央巡回線道路改良工事受託による収入

金　　額

（単位　千円）

節
説　　　　　　　　　　明

区　　　　分

40,000受 託 工 事 収 益
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（支　出）

款　　項　　目 既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計

1 下水道事業費用 5,057,268 5,097,268

1 営 業 費 用 4,633,255 4,673,25540,000

40,000

40,00011 受 託 事 業 費 0 40,000
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西条中央巡回線道路改良工事40,000

（単位　千円）

節
説　　　　　　　　　　明

区　　　　分 金　　額

工 事 請 負 費
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